
令和8年度厚生労働科学研究費補助金
強度行動障害者支援のための、広域的支援人材のネットワーク構築と広域的人材を活用した地域支援体制整備推進のための研究

広域的支援人材研修2026
情報アップデートDay

― 集中的支援×地域連携構築―

【主催・お問い合わせ】

独立行政法人 国立重度知的障害者総合施設 のぞみの園

TEL：027-320-1357（平日9:00〜17:00）

担当：槻岡（つきおか）・熊谷（くまがい） 土日祝日休み

お申込QRコード

中核的人材養成研修がはじまり、強度行動障害の状態にある人たちに対する標準的支援の提供が

広がっています。更に事業所の外から集中的支援を通して事業所の取り組みをバックアップしつつ、

地域の支援体制作りで重要な役割を果たすのが広域的支援人材です。

広域的支援人材は何を期待されてるのか。強度行動障害の状態にある人たちを地域で支えている

関係者が集い、講義と演習を通して、最新の情報を共有します。

開催日：令和8年12月7日（月）・8日（火）

会 場：TKPガーデンシティPREMIUM天神スカイホール

参加費：無料
定 員：160名

【受講対象】

□広域的支援人材名簿登録者

□中核的人材養成研修 トレーナー以上経験者、サブ・トレーナー修了者

□ 強度行動障害の体制整備等に関わっている発達障害者支援センター職員、地域支援マネジャー

〇 強度行動障害を担当している自治体職員はオブザーバー参加となります。

※受講者は事前課題があります。

➢ 2日間参加の受講者には研修修了後に受講証明書を発行いたします。

➢ オブザーバー参加者には、受講証明書は発行されません。

【申込方法】

国立のぞみの園ホームページ 「養成・研修」＞「研修のご案内」＞「広域的支援人材

研修(情報アップデートDay)202６」またはQRコードよりお申し込みください。

申込期間：令和8年8月7日 （金）10:00 ～ 9月14日（月） 10:00

※受講決定は9月18日頃、ご登録のメールアドレスへ通知します。

※お申し込み後の自動返信メールはありません。

（定員を超過した場合は、申込内容を確認のうえ、受講者を調整させて
いただく場合があります）



12月7日（月） 【プログラム1：集中的支援】

12月8日（火） 【プログラム2：地域連携構築】

※ 都合により、プログラムの内容の一部が変更になる場合がございます。

 9:45 ～10：00 受付

10：00 ～10：10 開会挨拶

10:10 ～11:10
【講義】集中的支援の実施（制度的理解、実施計画の作成、実施報告書の作成)について

講師：厚生労働省 山根和史 氏

11:10 ～12:10

令和8年度厚生労働科学研究費補助金
強度行動障害のある人の豊かな地域生活を実現する「地域共生モデル」の実装へ向けた研究

【講義】 「地域共生モデル」を学ぶ

講師：野澤和弘 氏

12:10 ～13:10 昼食休憩

13:10 ～15:10 

令和8年度厚生労働科学研究費補助金
強度行動障害のある人の豊かな地域生活を実現する「地域共生モデル」の実装へ向けた研究

【講義・演習】

「シナジープログラム」、「トラウマインフォームドケア」を学び、 グル－プディスカッションを行う

講師：内山 登紀夫 氏、八木 淳子 氏

15:10 ～15:25 休憩

15:25～17:25 

【講義・演習】

「支援現場のアセスメントとチームの動機づけ／地方自治体企画事業に携わり」

講師：志賀 利一 氏

17:25～17:40 事務連絡

18：30～ 情報交換会

9:15～9:30 受付

9:30～11:00

【講義・演習】
地域福祉計画を学び、実態把握・人材育成（基礎・実践、中核、ワークショップ）の地域展開につ
いてグループディスカッションを行う
                                              講師：厚生労働省 西尾大輔 氏・こども家庭庁 今出大輔 氏

11:00～12:40
【講義・演習】
相談支援・医療・教育等との連携を実践報告から学び、グループディスカッションを行う
                                                                           講師：森口哲也氏・福島龍三郎氏

12:40～13:40 昼食休憩

13:40～14:40
【総合演習】
参加者各自が地域での行動計画を作成し、グループディスカッションを行う

14:40～15:00 休憩

15:00～16:40

【情報アップデートDay】 テーマに分かれて情報交換を行う

16:40～16:50 閉会挨拶

【事前課題】のぞみの園発行のニュースレターVol.87・Vol.89に掲載された植草学園大学副学長 野澤和弘氏の記
事、および、のぞみの園広報誌『Standard Support』No.9～ No. 12の「チーム支援の実践」に関する記事を事前
に読み、研修に参加する。

【事前課題】厚労科研「強度行動障害者支援のための広域的支援人材のネットワーク構築と広域的人材を活用した
地域支援体制整備推進のための研究」分担研究報告書『地域支援体制整備チェックリストの開発 ―群馬県・山梨県を
モデルとした標準化の試み―』を読み、参加者自身の地域の支援体制整備の現状を整理し、自己評価を実施してくださ
い。さらに、その評価結果を踏まえて自地域の強みや課題を分析し、地域支援体制の充実に向けた行動計画（暫定）を
作成してください。 ※事前課題に必要な資料については、受講決定後に改めてご案内いたします。

・受け入れ事業   ・継続チーム        ・相談体制      ・コンサルテーション  
  ・強行研修 ・支援検討会議    ・実態調査      ・トレーニングセミナー
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